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論文審査の結果の要旨 

 

 

１ 研究目的の評価 

本研究は、関節リウマチ患者における関節滑膜炎と腱鞘滑膜炎を関節超

音波検査で評価し、手指機能障害との関連を検討したもので、目的は十分

に妥当である。 

 

２ 研究手法に関する評価 

早期関節リウマチ患者 30 例を対象に、超音波を用いて関節滑膜炎と腱

鞘滑膜炎を半定量的にスコア化し、朝のこわばり、関節リウマチ患者手指

機能障害指標との関連を統計学的に解析したもので、研究手法も妥当であ

る。 

 

３ 解析・考察の評価 

上記手法で解析した結果、関節滑膜炎スコア単独よりも、腱鞘滑膜炎ス

コアを加えた複合スコアが早期関節リウマチ患者の手指機能障害を良く

反映しており、手指機能障害を包括的に評価する場合には、関節滑膜炎に

加え腱鞘滑膜炎も評価に加えることが有用であることを明らかにし、今後

の関節リウマチ研究への進展が大いに期待される。 

 

以上のように本論文は関節リウマチ研究に貢献するところが大であり、

審査委員は全員一致で博士（医学）の学位に値するものと判断した。 

 

 

 


